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● 会 長 報 告       土屋 富士子君 

皆さま、おはよう

ございます。 

本日もお忙しい中、

例会にご出席いた

だきありがとうご

ざいます。 

とんでもない寒波

が日本列島を襲い

珍しく藤枝にも雪がふり とても寒かったですね。 

今日は少しいいようでございます。 

私事ですが、今の季節イチゴがおいしいのです

が いつもですと山ほど牧之原まで買いに行っ

ていましたが 今年は昨年の竜巻の被害に合い

買うことができません。イチゴが取れず少ない

ということで高くあまり食べることができず寂

しい思いをしています。 

まずは、先週の南クラブとの合同賀詞交換会に

ご参加いただいた皆さまに、心より感謝申し上

げます。新年の門出を共に祝い、親睦を深める

ことができたこと、大変嬉しく思っております。

両クラブの絆がより一層強まったことを実感す

る、温かく和やかなひとときでした。 

さて、本日 1月 14日は「愛と希望と勇気の日」

とされています。1959年のこの日、南極での越

冬中にタロとジロという 2頭のカラフト犬が奇

跡的に生存していたことが確認された日です。

極寒の地で生き抜いた彼らの姿は、まさに愛と

希望、そして困難に立ち向かう勇気の象徴です。 

私たちもまた、地域社会に貢献するという使命

のもと、日々の活動に誇りと情熱を持って取り

組んでまいりましょう。 

本日もどうぞよろしくお願いいたします。 

● 幹 事 報 告         太田 暢裕君 

・英字版 the Rotarianが届きました。 

・ガバナー事務局よりガバナー月信 1月号が届 

きました。 

・ロータリー米山記念奨学会より 

ハイライトよねやま Vol.309が届きました。 

・国際ロータリーより 

コーディネーターNEWS2026年 1月号が届きま 

した。 

・国際ロータリーより 

職業奉仕月間リソースのご案内が届きました。 

・日本事務局より 

財団室 NEWS2026年 1月号が届きました。 

・一般財団法人 比国育英会バギオ基金より 

2024年度事業報告書、「バギオ基金」のご案 

内が届きました。 

・公益財団法人 公益事業支援協会から「大規 

模公益法人 500ガイドブック」とアンケート 

のお願いが届きました。 

● 出 席 報 告         仲田 廣志君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

32／40 80.00％ 29／40 72.50％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○朝比奈孝君 ○石上君 内田君 落合君 

○北島君 玉木君 ○戸田君 松田君 望月君 

河森君 

※〇印は欠席連絡あり 

(２)メークアップ者 

朝比奈 孝幸君（12/18島田） 

北島 毅君（12/18島田） 

● ゲ ス ト                        

米山奨学生 リ ジュウさん 

● スマイル B O X        仲田 廣志君 

・小西啓一君 

妻の誕生祝ありがとう 

・仲田廣志君 

結婚記念お祝いありがとうございます。 
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一緒になって 50数年になります。これからもお

互いに健康でおだやかに過ごせたらと願ってい

ます。 

・増田貴行君 

妻の誕生祝いありがとうございます。当日は忘

れずにお祝いしたいと思います。 

・松葉義之君 

共に元気で 80代を楽しんでいます。妻もソロプ

チミストで 90まで頑張りたいと思います。 

私も 90過ぎまで頑張りたいと思います。 

・八木晋介君 

妻のたん生日のお祝いの品、ありがとうござい

ます。必ず帰って渡したいと思います。 

これからも 2人でがんばっていきます。 

・山田賀昭君 

６８歳になりました。これからも頑張ります。

玉露飲んで 

・松葉隆夫 

12/17 クリスマス例会に妻、孫 2 人が参加さし

ていただきました。3 人共たいへん喜んでおり

ました。 

ありがとうございます 

・マージャン同好会 

12月の分です。森下会長の勝ち分です。いつも

ありがとうございます。 

・山脇徳康君 

第 3回ゴルフコンペに参加させて頂きましたた

くさんのハンディをもらい優勝させていただき

ありがとうございました。また、きかいがあれ

ば参加したいと思います。 

 

スマイル累計額 ４８，５４０円 

● 同 好 会 卓 話                   

【ゴルフ同行会 増田貴行君】 

会長  山田賀昭  

事務局 増田貴行 

会員数 ２３名 

２０２４－２０２

５年度活動報告 

・第４回コンペ 

日時 ２０２５

年６月１４日 土曜日 

場所 静岡カントリー袋井コース 

参加人数 １０名 

優勝  増田貴行君 グロス８２ ハンデ１

２ ネット７０ 

準優勝 宮川邦光君 グロス９６ ハンデ２

１ ネット７５ 

第３位 島村武慶訓 グロス８８ ハンデ８  

ネット８０ 

２０２５－２０２６年度活動報告 

・第１回コンペ 

 日時 ２０２５年９月２７日 土曜日 

 場所 藤枝ゴルフ倶楽部 

 参加人数 １１名 

 優勝  杉浦俊明君 グロス９５ ハンデ２

１ ネット７４ 

 準優勝 太田暢裕君 グロス９８ ハンデ２

３ ネット７５ 

第３位 増田貴行  グロス８２ ハンデ６  

ネット７６ 

・第２回コンペ 

 日時 ２０２５年１０月３０日 木曜日 

 場所 ヤマハリゾート葛城ゴルフ倶楽部 

 参加人数 １４名 

 ゲスト 浜松南ＲＣ神谷竹彦さん、寺島雅之

さん、伊藤欽一さん、山内敬介さん 

 優勝  神谷竹彦さん グロス１００ ハン

デ１８ ネット８２ 

 準優勝 山田賀昭君  グロス１０２ ハン

デ１７ ネット８５ 

 第３位 太田暢裕君  グロス１０９ ハン

デ２３  ネット８６ 

・第３回コンペ 

 日時 ２０２６年１月１２日 月曜日 

 場所 ホロンゴルフ倶楽部 

 参加人数 １８名 

 ゲスト 山田真言さん、真衣さん、藤野さん、

萬さん、寺島さん、伊藤さん、石神

さん、夏賀さん 

 優勝  山脇徳康訓  グロス１０４ ハン

デ３６ ネット６８ 

 準優勝 山田真言さん グロス９０  ハン

デ２０ ネット７０ 

 第３位 夏賀正二さん グロス９１  ハン

デ１８ ネット７３ 

今年度の活動予定 

 ３月２５日水曜日（年休会日） 

第１回志太榛原６ロータリークラブ合同親睦

ゴルフコンペ開催 

場所：藤枝ゴルフクラブ 

募集人数：１２名前後 
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資格：焼津ＲＣ、島田ＲＣ、藤枝ＲＣ、焼津

南ＲＣ、榛南ＲＣ、藤枝南ＲＣ各会員 

 競技方法：団体戦 新ぺリア方式（各クラブ

上位５名のスコア） 

      個人戦 新ぺリア方式 

 締切：２月２５日 

 ５月下旬、６月上旬 

 第４回藤枝ＲＣゴルフコンペ 

 場所：静岡カントリー袋井コース 

２０２５－２０２６活動 予定 

・ゴルフコンペ ４回開催 

・忘年会の開催 

・ゲストの招待に力を入れる 

【音楽同好会 青島克郎君】 

前年度の音楽同好

会の活動報告で音

楽同好会の前身は

カラオケ同好会で

あった事からカラ

オケの活動を再開

しようと思い独断

と偏見で無理矢理に 15 名のメンバーに登録願

いましたが私の努力不足から全く活動しません

でした。 今後のカラオケでの活動は無理があ

るかという事で、またもや独断と偏見で音楽同

好会を今年度で解散することといたしました。 

ただ、クリスマス例会などでは音楽同好会とし

てにわかに編成した有志で活動してきましたが

今後、藤枝ロータリーバンドとして毎月１回ぐ

らいの練習などをして親睦を図るようにしてい

きたいと思います。現在はピアノやベースなど

のリズムメンバーがいなくバンドとして形にな

りませんが、今後会員や会員家族あるいは退会

会員などで楽器演奏に挑戦したい人を広く求め

ます。 

【グルメ同好会 山田賀昭君】 

同好会の設立は、

食を通じて会員相

互の親睦を深める

とともに 

食文化や地域の魅

力を再発見するこ

とを目的として発

足致しました。会員同士の情報交換を兼ねた食

事会をすすめ単なる美味しい食事にとどまらず、

地域経済への理解を深めロータリー会員候補者

を探しながら、会員同士がより気軽に語り合え

る場をつくることが、結果としてクラブ全体の

活性化に繋がるものと考えております。 

また、美味しい食事会は、世代や立場超えて人

をつなぐ力があります。 

ロータリーの親睦と奉仕の精神を、身近で温か

みのある形で実践できるのが、このグルメ同好

会の魅力です。 

事業活動は、活動計画は、まるはんへそ曲がり

で 美味しい鰻を食しながら決めていきます。

うなぎ同好会と言っていいくらい 鰻を食べに

行きました。米山梅吉記念館によって三嶋大社

通り 三嶋うなぎ 丸平（まるへい）貸し切り

個室の蔵があり大塚会員と米山奨学生リーさん

うなぎ料理をたべました。東部地区では一番お

すすめのウナギ屋さんです、とても古い蔵のな

かでうなぎの寝床のような 奥行がながく薄暗

いうなぎが好む場所で鰻になったような感じが

して 食べた鰻料理は最高でした。 

西部地区のうなぎ屋さんは、沢山ありますが 

蒸しの少ない蒲焼が私自身は大好物ですのでお

勧めは三ケ日地区の うなぎの千草 うなぎ有

栖さん浜松市では うなぎまんまる 磐田市駒

場 うなぎ料理中村屋団体で活動したのは 

とろろ汁料理では丸子の待月楼では、 会員 20

名つのって、清水の稽古さんのイベントを兼ね

て楽しい時間を過ごしました。後に新春合同賀

詞交換例会に稽古さんたちに来ていただき楽し

い時間を作ることにもつながりました。 

沼津市 日本料理 レンテツさん ２０数名で

バスをチャーターして行きました、狩野川をみ

ながら楽しい食事会となりました。 

焼津市 栄町 

なかむら さん 天ぷら料理も１０数名でいき

ました。目の前で天ぷらを揚げていただきとて

も美味しかったです。藍染めシャツを中村友紀

さんと奥さんにプレゼントして記念写真を 

とりました。 

今後の展望としては、ぜひ多くの皆さんにご参

加いただきまた、家族参加型も企画したりして

ロータリーらしい食の交流を一緒に楽しんいた

だければ幸いです。その為にも 

グルメ同好会の運営幹事を数名決めて活動して

いきたいと思います。 
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【麻雀同好会 森下敏顯君】 

麻雀同好会の近況

をお話しします。

一年半前までの十

数年間、休眠状態

でした。   毎

年同好会卓話では

「来年は頑張りま

す。」の繰り返しでした。 

そんな時、武田浩英君が僕が幹事やりますから

みんなでやりましょうと音頭とってくれて、10

名のメンバーを再登録してくれました。そして

最低月一回の同好会を開く事ができるようにな

りました。最近は武田君も仕事に歌手活動にと

忙しくなってしまいましたが、代わりに菅原慎

司君が出欠席、場所の確保等すべてこまめにや

っていただき毎月の定例会を途切れさすこと無

く、楽しませてもらっています。毎月第 4週の

土曜日 AM10：00から PM4:00 くらいの 6時間を

楽しんでいます。みんなの発案で 1 回戦事 200

円のニコニコを拠出する事にしました。 

だいたい 8回戦ほどやりますから 1,600円のニ

コニコができます。 

それでは今からは麻雀同好会で誰よりも楽しん

でくれている松葉義之会員から麻雀の楽しさを

語ってもらいます。よろしくお願いします。

-------松葉さん

のお話は要約する

とこのような内容

でした。「88 歳米

寿の自分が楽しく

みんなと麻雀でき

てボケ防止には最

高です。こんな楽しませてもらうんだから 3万

円ほど払わなければいけないと思っているけど

先日も終わって財布を数えると 3万 3千 4百円

有り、こんなに儲かったと言ってたら奥さんか

らあなたいつも儲かっているみたいだから私に

も分けまいちょうだいと言われました。元金 3

万円を知らないお笑いでした。」 

このような内容でした、麻雀は楽しいよと繰り

返し語ってくれました。松葉さんありがとうご

ざいました。これからも健康に気を付けてさら

に麻雀で頭の回転を鈍らせなければそうとう長

生きしますよ。ますます麻雀を楽しみましょう。 

 

 

● 新 会 員 卓 話       山脇 徳康君 

本日は貴重なお時

間を頂き、ありが

とうございます。 

私は、しずおか焼

津信用金庫 藤枝

中央支店で支店長

をしております山

脇徳康です。 

現在５３歳、1972 年 8 月 16 日生まれです。平

野さんと全く同じです。生まれは愛知県であり

ますが、幼稚園に入る 5歳の時に実家である藤

枝市滝沢に戻り、瀬戸谷小学校、瀬戸谷中学校

を卒業し、県立藤枝東高校に入学、何とか 3年

間で卒業し、専修大学へ入学、こちらも 4年間

で無事卒業しました。ただ、高校・大学ともに

卒業証書がどこにあるのか、ちょっとわからな

いので探してみたいと思っております。そして、

１９９５年 4月に当時の焼津信用金庫（まるせ

い）に入庫し現在に至ります。育ったのが瀬戸

谷なので遊ぶものは自然相手が大半だったと思

います。特に印象的なのは、春にわらびを取り

に行って、取ったわらびを売っておこずかいに

しました。この金額が結構馬鹿にならないで、

ワンシーズンで 2万円前後だったように記憶し

ています。これが小学校だった頃なのですごく

良かったのを記憶しています。釣りもたくさん

したと思います。その当時は川の水もあったの

で、アユ釣りに行きました。滝ノ谷まで行くと

かなり大きなアユが釣れたので、ナイフと塩を

持って行き、その場で塩焼きにしこともありました。 

小学校高学年に入ると、だんだんソフトボール

とサッカーが忙しくなってきて、山に入ること

も釣りに行くことも無くなってしまいました。

小学校 4年から始めたサッカーは、仲間や環境

に恵まれて、大学まで本格的に続けることがで

きました。学生最後の公式戦は、天皇杯本戦で

の浦和レッズとの試合が最後となりました。当

時レッズには福田や野人岡野。ブッフバルト、

途中から山田も出て来てフルメンバーだったと

思います。結果は 1-3で負けてしまいましたが、

最後に楽しくサッカーができてよかったです。

サッカーを続けてきて得たものは、やっぱり仲

間なのかと思います。サッカーを通じて知り合

った人とは、今でも年齢関係なくお付き合いを

させて頂いています。この人脈、人と人のつな
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がりが、今でも信用金庫での仕事に大きく、助

けられてきていると感じています。信用金庫の

支店長として何か、それっぽいことをお話した

方が良いかと思います。新聞やニュースで語ら

れている金融トレンドは、メガバンクや海外の

お話がおおいですが、実は信用金庫の世界にも‟

特有のトレンド”があります。今日は、地域金

融の最前線で起きている変化を、信用金庫の立

場からお話したいと思います。あくまで、信用

金庫の手連弩なので当庫ができているかは何と

も言えないですが、信用金庫の【金融トレンド】

は 5つ 

1.『融資』からｒ『経済支援』へのシフト 

お金を貸して終わりではなくて、事業そのもの

を一緒に考える金融へ 

御膳は金融機関の役割は『資金が必要な時にお

金を貸す』ことが中心でした。ところが最近は、

『そもそも、この事業をどう伸ばせるか』『資金

繰りをどう安定させるか』という相談が圧倒的

に増えています。信用金庫では融資の前段階で

事業計画を一緒に考えたり、補助金や専門家の

紹介を行うことは、日常業務になってきていま

す。要は《貸す前》《貸した後》の支援を行って

いるということです。具体例として 

・事業計画策定支援 

・資金繰り改善・補助金活用 

・専門家（税理士・中小企業診断士）との伴奏 

当庫ではサポート部が担当しています。 

2.事業継承・M＆A 

信用金庫では今や・後継者不足・親族承継の限

界・従業員承継・第三者承継 が特別な案件で

はなく、日常的な相談になっています。以前で

は、数年に一度の相談だった事業承継が今では、

毎月のように相談が来るテーマになっています。

継承者がいないという悩みは、特別な悩みでは

なく、どの業種でも当たり前に出てくる相談に

なりました。 

 信用金庫では、《会社をどう畳むかではなく》

《どう残すか》を一緒に考えていきたく、取り

組んでいます。例えば工場・土地を探している

企業さんが多いと思います。その良きに M＆A

で取得する税制面でもメリットがある場合もあ

るそうです。 

3.担保。保証に頼らない有志判断 

財務データだけでなく・経営者の人柄・取引先

との関係・地域での信用を重視する傾向が強ま

っています。金融機関でいうと、担保や保証の

話をイメージされるかもしれません。勿論重要

ですが、最近はそれだけでは判断しきれません。

経営者の考え方/従業員との関係/地域での信用

/こうした数字に表れない部分を、日々の対話の

中でどう評価するか。ここに、信用金庫の存在

価値があると感じています。 

4.DXは効率よりも‟接点強化″【DXという言葉

をよく聞きますが、信用金庫の DXは少し意味合

いが違うと思っています】信用金庫の DXは、店

舗の削減・人員削減が目的ではなく、＊職員が

外へ出る時間を作るためであります。 

・タブレット渉外・電子契約・オンライン相談 

人に会う時間を増やすための DXです。人を減ら

すのではなく、職員が外に出て、お客様と会う

時間を作るための DXです。手続きは効率化し、

相談や対話はより丁寧に。これが信用金庫らし

いデジタル活用だと思っています。 

5.『選ばれる金融機関』へ 

地域に金融機関が多くあるなかで・金利だけ・

条件だけ では選ばれない時代だと考えていま

す。そのために信用金庫では、・情報提供力・顔

の見える関係・地域のネットワーク を金融サ

ービスの一部として提供する様に取り組んでき

ています。 

 金融の世界はデジタル化が進んでいますが、

信用金庫の価値はむしろ”人と地域“にありま

す。技術は進化しても、最後に意思決定をする

のは”人”これからも信用金庫は、地域の一員

として皆さまと一緒に考えられる存在でありた

いと思っています。金融の世界は大きく変わっ

てきていますが、信用金庫の役割は、実にシン

プルだと思っています。地域で事業されている

方々に安心して挑戦できる環境を支えること。

これからも信用金庫は金融機関というより地域

の一員として皆さまと向き合っていきたいと考

えています。本日はありがとうございました 

● 奨 学 金 授 与            

米山奨学生 リ ジュウさん 
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●ロータリーの友紹介     増田 貴行君 

『ロータリーの友 1月号紹介』 

 

１月は、職業奉仕

月間です。 

横組みの３ページ

にフランチェス

コ・アレッツオＲ

Ｉ会長メッセージ

が掲載されています。 

職業奉仕にとどまらない奉仕について書かれて

いますので紹介させて頂きます。 

１行目からアメリカ・カリフォルニア州サリナ

ス郊外の自動車修理工場では、若者たちがクラ

シックカーの修復技術を学んでいます。このプ

ログラムで得られるのはスキルだけではありま

せん。メンター制度を通じ、一部の若者にはギ

ャングから足を洗い、有意義な仕事へ向かう新

たな道筋が生まれています。研修を終えた若者

は、資格と実務経験、そして希望を胸に旅立ち

ます。 

1 月の「職業奉仕月間」は、専門性を持つ人々

が集い、「世界でよいこと」をする力をたたえる

機会です。同時に、「高潔性」とは単に行動と発

言が一致しているというだけでなく、私たちの

一つ一つの行動に表れることを思い起こさせて

くれます。 

この自動車修理プログラムが成功したのも、高

潔性に基づいて築かれたからです。カーメル・

パイ・ザ・シー・ロータリークラブの会員は、

「地域のニーズは分かっている」と決め付けず、

まず耳を傾けました。すると、熟練整備士の不

足と、職業訓練を受けていない若者が多いとい

う課題が明らかになりました。技術習得だけで

は不十分と判断した彼らは、カウンセリングや

支援サービスを職業訓練と並行して提供する非

営利団体と連携しました。これは、「四つのテス

ト」の実践です。この四つの問いは他者を裁く

ためではなく、真に効果的で、誠実な奉仕へと

私たちを導く指針なのです。 

右側８行目から、みなさんは、人の人生を変え

得る知識と専門性を備えています。どのような

職業であれ、皆さんの専門性にロータリーの価

値観が加わることで、持続的な変化が生まれま

す。問われているのは「自分に何か提供できる

かどうか」ではなく、「自分のスキルをどう生か

して奉仕するか」です。 

クラブとして地域の職業的ニーズにどう応えら

れるか、改めて考えてみてください。誰かの人

生を動かす力を持つスキルは何か。皆さんの人

脈を生かして若者たちにどのような扉を開ける

ことができるでしょうか。持続可能な雇用を生

むには、どのようなパートナーシップが築ける

か。高潔性を道しるべに、「四つのテスト」と共

に歩みましょう。 

と書かれています。１月は、職業奉仕月間です

ので、職業奉仕の意義を見つめなおしましょう。 

横組みの１８ページをご覧ください。 

「ワークウェア例会で仲間の仕事をもっと身近

に」という職業奉仕の記事を紹介させて頂きます。 

当クラブでは以前より「会員相互の職場訪問例

会」を定期的に開催し、職業奉仕の理念を共有

してきましたが、「理解促進のための方法は他に

ないか?」「新会員に職業奉仕をどのように伝え

れば良いのか?」といった疑問を感じていました。

「職業奉仕に関する声明 (~ロータリ一章典

~8.030.1.) 」には、クラブの役割として「頻繁

に職業奉仕を実践することによって、クラブ自

身の行動に職業奉仕を応用するととによって、

模範となる実例を示すことによって、また、ク

ラブ会員が自己の職業上の手腕を発揮できるよ

うなプ口ジエクトを開発することによって、目

標を実践、奨励することである」と記載されて

います。「なるほど!」と思いました。職業奉仕

を理解する上で「職業奉仕とは○○である」と

説明するよりも、「私はこうした思いで仕事をし

ています」と実体験を語り合う方が意義深いと

考えた私は、仕事着で参集し、会員各自が考え

る職業奉仕を語り合うワークウェア例会を開催

することにしました。テーマは「あなたは何を

大切にして仕事をしていますか?」あなたは仕事

の中で『四つのテスト』をどのように生かして

いますか?」の二つ。テーブルごとの語らいは乙

の例会を有意義なものにしてくれました。これ

からも「例会→職業奉仕→例会」のサイクルを

通じて、職業奉仕への理解促進に努めたいと思

います。 

今まで、当クラブでも会員の職場訪問例会を行

っていますが、どうしても、限られた会員の職

場への訪問になってしましますので、このよう

な例会を通じて、お互いの職業に関する考え方

や職業奉仕の考え方を知ることができると思い

紹介させていただきました。 
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続いて、縦組みの記事の紹介をさせて頂きます。 

表紙の裏ページに 2026-2027 年度の表紙を飾

る絵画作品を募集しています。全国８万人のロ

ータリアンに届きますので、興味のある方は応

募してみてはいかがでしょうか。３月１５日が

締め切りだそうです。 

縦組みの２ページをご覧下さい。 

第 2680 地区のＩＭ講演の「寄り添いの経営」

という記事が掲載されています。 

紹介させて頂きます。 

徳武産業(株)とくたけは、現在、介護シューズ

市場でのシェア日本一の企業です。 

代表取締役の そごたかお さんは、４１年前

に先代社長の急逝を受け、急きょ３７歳で社長

に就任したそうです。当時は、大手靴メーカー

の下請けとして、学童用シューズの縫製を行う

企業でした。社長に就任してから１５年間、そ

の体制を続けていたそうです。その後、紆余曲

折がありながら、業界の非常識を超え介護シュ

ーズ作りに挑戦したそうです。きっかけは、地

元高齢者施設の園長をしている友人から、お年

寄りが転ばない靴を是非作ってほしいと頼まれ

たことからだそうです。 

最初のうちは、試作を繰り返し、お年寄りに試

着をしてもらっても、納得してもらえるものが

出来なかったそうです。その理由は、お年寄り

は左右の足のサイズが違う方が多いからだそう

です。大きい足のサイズに合わせて靴を購入し、

小さいほうのあしに靴下を重ねてはいたり、詰

め物をして履く人が多く、そこから無理が生じ

て転倒の原因となっているそうです。 

そこで、左右サイズ違いの靴の販売、片方のみ

の靴の販売を取り入れたそうです。 

お年寄りからは、何年かぶりに左右ぴったりの

靴を履けて、歩く事が楽しくなりそうと喜んで

いただけたそうです。履きやすい靴があれば、

自分で靴を履き気持ちよく外出できるそうです。 

靴作りという職業をつうじて、社会がよりよく

なるように貢献している会社であると感じました。 

また、とくたけ産業は、地域の人から良い会社

と認められる会社、そして地域の自慢、誇りと

なる会社を目指し、道路、高齢者施設、水路の

清掃、耕作放棄地の草刈り等、社員全員で、地

域に貢献しているそうです。 

これこそ職業奉仕ではないかと思いましたので、

紹介させて頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仲田廣志君ご夫妻 

 

小西 啓一君のご婦人 

戸田 雪子君のご夫人 

松葉 義之君のご婦人 

八木 晋介君のご婦人 

増田 貴行君のご婦人 

石垣君、落合君、山田君、村松英君 

北島君  

ソングリーダー…… 武田 浩英君 

ソング…… 我等の生業 

 

四つのテスト 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1528509852/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dzQyLnRvazIuY29tL2hvbWUvbWF5Zmxvd2VyL3htYXNmbG93ZXIzLTIwMTMxMTI1LWljb24yLnBuZw--/RS=%5eADBniSceBcCBpKyy4aL1GeatiaHcNc-;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjUS1WMnlOSUY4ZUpDR0pPMk1CMER5ZnRYZE5LQXg1UUFIVU9DQThQQmIxOVhaOEVpTktYbzFnOUEEcAM0NEtrNDRPcDQ0SzU0NE9JSU9lRW9lYVdtZU9BZ09pS3NlYWRudy0tBHBvcwMyNTUEc2VjA3NodwRzbGsDcmk-
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《1・2 月の事務局開局日時》 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当／菅原 慎司君） 

月 火 水 木 金 

19 20 21 22 23 

閉局 

 

10：00～ 

16：00 

10：00～ 

16：00 

10：00～ 

16：00 

閉局 

 

26 27 28 29 30 

閉局 

 

10：00～ 

16：00 

10：00～ 

16：00 

10：00～ 

16：00 

 

2/2 3 4 5 6 

閉局 

 

10：00～ 

16：00 

9：30～ 

16：00 

10：00～ 

16：00 

閉局 

 

9 10 11 12 13 

閉局 

 

10：00～ 

16：00 

閉局 

 

10：00～ 

16：00 

閉局 

 

16 17 18 19 20 

閉局 

 

10：00～ 

16：00 

9：30～ 

16：00 

10：00～ 

16：00 

閉局 

 

23 24 25 26 27 

閉局 

 

10：00～ 

16：00 

10：00～ 

16：00 

10：00～ 

16：00 

閉局 

 

※ 開局日時は変更になる場合があります。 

    最新の情報は、ホームページでご確認ください。 

事務局 

〒426-0037 

藤枝市青木 1-11-10 アクセス 21 

TEL054-647-2300 FAX054-647-2040 

E-mail: club1972@fujieda-rotary.org 


